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UACJグループのサステナビリティの進化
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統合10年を迎え、「100年後の軽やかな社会」の実現に向けた取り組みを加速

ガバナンスを中心とした
機構強化

経営の中核として
サステナビリティ活動を推進

サステナビリティ活動の
高度化

2014～2017年度

2018～2020年度

2021～2023年度

2014 外国人執行役員を登用
2015 女性の社外取締役を選任
2016 取締役会の実効性評価開始
2017 指名・報酬諮問委員会を設置

働き方改革に着手

2018 環境負荷データの集計範囲を海外に拡大
企業経営経験者を社外取締役に選任

2019 取締役・執行役員の人数大幅削減
技能伝承の仕組みをグループへ展開
構造改革スタート

2020 理念対話会開始
コーポレートスローガン、
ブランドステートメントを公表

ASI加盟
サクセッション・プランの本格運用開始
役員報酬体系にTSRを導入

2021 サステナビリティ基本方針を策定
マテリアリティを策定し、推進スタート
国連グローバル・コンパクトに加盟
ASI認証を取得（福井/UATHラヨン製造所）
気候変動対策推進委員会を発足
TCFDに賛同、シナリオ分析結果を公表
役員報酬体系にSDGs評価、RSUを導入

2022 カーボンニュートラルへの挑戦を宣言
CDP「気候変動」「水セキュリティ」でB評価を獲得
人材戦略プロジェクトを開始
構造改革完遂

2023 サステナビリティ推進本部を設置
UACJ基金（仮称）を設立
マルチステークホルダー方針を策定
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UACJグループ 理念体系（フィロソフィー）
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UACJグループ理念

行動指針 「UACJウェイ」

企業理念（パーパス）
素材の力を引き出す技術で、持続可能で豊かな社会の実現に貢献する。

目指す姿（ビジョン）
アルミニウムを究めて環境負荷を減らし、軽やかな世界へ。

価値観（バリュー）

行動指針 「UACJウェイ」

相互の理解と尊重
 地域社会との交流を大切にし、貢献する。
 人の多様性を認め、価値観を尊重する。
 オープンなコミュニケーションを実践し、チームと個人の成長を大切にする。
 「イキイキとした職場づくり」を推進する。

誠実さと未来志向

 5ゲン主義に基づき行動する。
 現実に真摯に向き合い、物事の本質を捉えた「誠実なモノづくり」を通じて、

ステークホルダー目線の期待に応える。
 「未来志向」で時代を先取りし、地球環境を守る活動に積極的に取り組む。

好奇心と挑戦心

 環境の変化に対して常に「好奇心」と「挑戦心」を持ち、
社会が必要とする製品とサービスを提供する。

 社会の将来に向けたオープンイノベーションに対して、創造力を持って取り組む。
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UACJグループにとってのサステナビリティ
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アルミニウムを通じ、「持続可能で豊かな社会の実現」に貢献することを目指す

アルミニウムを究めて環境負荷を減らし、軽やかな世界へ

人的資本経営の実践

知的資本経営の強化

働き方の柔軟性の実現

地域社会への貢献と共生

VUCA

労働力人口減少にともなう自動化の進展

従業員の健康と安全の確保

フードロス削減

公平な教育機会の確保

多様な個性の尊重

水資源の保全

貧困問題の対策

急激な気候変動への対応

生物多様性の保全と再生

人権の尊重

UACJグループの持続可能性 環境・社会・経済の持続可能性

事業の持続可能性

環境・社会・経済問題の解決
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サステナビリティ基本方針
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100年後の“軽やかな世界“のために

受け継いできた情熱と叡智で

すべてのステークホルダーの
皆さまとともに

一人ひとりの多様な個性で

創業以来の探求心と、技術と知恵を結集したイノベーションで
より便利な社会、持続可能な地球環境を追求します。

事業を通じて向かい合う関係者はもとより、
いろいろな形で関わりあう社会を思い、
グループ内外の人々と協調・協働して
持続可能な世界への貢献を実現します。

国籍、性別、年齢、障がいの有無などの違いに関わらず
さまざまな人材を尊重し、
その考えやスキルを活かすことで、
既成概念にとらわれない自由な発想で課題解決に取り組みます。
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100年後の“軽やかな世界“のためのマテリアリティ

UACJグループにおけるマテリアリティの定義

 UACJグループは、中長期の時間軸において、ESGの観点から持続可能性に関わる重要課題をマテリアリティと定義する

 マテリアリティでは、下記の要素を重視する
 ステークホルダーに関連の深い「環境・経済・社会」課題であること
 UACJグループが持続的に企業価値を向上させるために優先的に取り組むべき「環境・経済・社会」課題であること
 それらに取り組むことが、UACJグループが提供したい社会的価値・経済的価値の創出となること

 基本的な活動として根付いた事項は、「基盤＝UACJの当たり前」として事業を継続するための土台とする

時代の変化に対応し、持続的な発展をかなえるためにマテリアリティを見直す

UACJグループの持続可能性

環境・経済・社会の持続可能性

社会課題の解決と
事業の創出

社会的責任の
遂行

社会への
貢献・還元

100年後の軽やかな世界の実現

5



© UACJ Corporation. All rights reserved.

UACJグループが目指す“軽やかな世界”に導く羅針盤

6



© UACJ Corporation. All rights reserved.

UACJグループが目指す“軽やかな世界”とは
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美しく豊かな地球がずっと続く未来 誰もが幸せを感じられる健やかで調和の取れた社会



© UACJ Corporation. All rights reserved.

UACJグループのマテリアリティ
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環
境

社
会
・経
済

New

気候変動への対応2

New 自然の保全と再生・創出
（ネイチャーポジティブ）

3

人権の尊重4

多様性と機会均等の浸透（DE&I）5

「アルミニウムの循環型社会」の牽引
（サーキュラーエコノミー）

1

気候変動への対応

ウェルビーイング（いきがい・幸せ・調和）の実現を目指して

持続可能な地球環境の実現を目指して

人権への配慮

多様性と機会均等

人材育成
（従業員の人材育成＋次世代教育）

労働安全衛生

製品の品質と責任
「100年後」もUACJグループの事業活動の基盤

労働安全衛生 製品の品質と責任

現行マテリアリティ 見直したマテリアリティ

従業員の人材育成（エンパワーメント）と
次世代の育成・地域社会への貢献

Update

Update

UACJ

共通
基盤

全社
重点
方針

マテリアリティを見直し、中長期での企業価値向上を目指す
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マテリアリティの見直しフロー
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STEP１
第３次中期経営計画とマテリアリティ推進状況の振り返り

STEP２
環境・社会・経済に関わる直近の外部要請の整理
 環境、社会、経済課題の直近の外部要請の変化の整理
 第４次中期経営計画の策定に向けた課題の洗い出し
 マテリアリティの見直しに向けた課題の洗い出し

STEP３
今後評価すべき主な課題と当社へのインパクトを評価、見直
し案を策定
 UACJグループのビジネスへのインパクトを評価
 マネジメント層、社外取締役とのディスカッション

STEP４
見直したマテリアリティの公表
 マテリアリティ項目の公表

STEP５
詳細なアクションプランの設定・実行
 担当部門によるアクションプランの策定
 アクションプラン、目標値の公表

本日

IRデー
公表予定
（2024年5月）

STEP６
フォローアップ
 統合報告書、各種説明会のタイミングで進捗を公表
 PDCA管理
 外部環境、内部環境の変動に応じ、適宜内容を見直す
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サステナビリティを通じた、UACJグループの価値提供の在り方
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培ってきたチカラと人材力を最大限に発揮し、UACJグループならではの価値を創出する

ウェルビーイング（いきがい・幸せ・調和）の実現を目指して

持続可能な地球環境の実現を目指して

気候変動への対応

「アルミニウムの循環型社会」の牽引
（サーキュラーエコノミー）

自然の保全と再生・創出
（ネイチャーポジティブ）

人権の尊重

多様性と機会均等の浸透
（DE&I）

事業を通じた“軽やかな未来”を創造

緑豊かな青い地球を未来へ継承

豊かで調和ある社会をめざす

従業員一人ひとりの幸せが
家族や全ての人に広がることをめざす
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